
令和５年度 グリーンライフ シラバス 

科 目 グリーンライフ 
年 次 ４ 教科書 グリーンライフ 年間授業時数  ７６時間 

単位数 ２ 出版社 実教出版 前期３８時間・後期３８時間 

 

 学習目標  

 農林業・農山村の特色を生かした生活体験を提供する活動に必要な知識と技術を習得させ、地域資源の有効

活用を理解させるとともに、地域に根ざし事業の振興に寄与できる能力と態度を育てる。 

 

 主な学習内容  

１．地域資源を発見し、その保全と活用方法を考察する。 

２．グリーンツーリズムにな関心を持たせ、農業や地域の持つ多様な機能を知ることができる。 

３．地域の特徴をつかんだグリーンライフ活動を行い、地域に貢献できるよう商品開発や直売所や市民農園等の活

動があることを知る。 

 

 授業について  

 グリーンライフの活動における知識・技術を身につけるために、体験をとおした活動を行います。自身の評価と課題を

理解して、身近な資源の活用や地域との活動につなげることを意識しながら学習することが大切です。 

 

定期考査・課題・提出物 

学 期             前    期             後    期 

考 査 中間考査、学期末考査を実施 中間考査、学期末考査を実施 

試験範囲 
１．グリーンライフの概要 
２．地域資源の発見・保全・活用 
３．教材の栽培と作品作り 

１．グリーンライフの活動の実践 
２．グリーンライフ活動 
３．食品加工と作品作り  

提 出 物     授業毎のファイル、作品等 授業毎のファイル、作品等    

 

評価の観点 

  観  点                     内      容 

関心・意欲・態度 グリーンライフに関心を持ち、積極的に取り組んでいる。 

思考・判断・表現 グリーンライフの社会的な役割について考察し，判断することができる。 

技能 

活用できる資源を見分けることができ、運用できる基礎的な技術を身につけている。 

活用方法である、加工や木工技術等を身につけている。 

知識・理解 

グリーンライフに関する知識・理解がある。 

活用方法に関する知識・理解がある。 

 

※ 評価の方法… 授業への参加（出席）、定期テスト、学習態度、提出物等を総合的に評価し、成績としま

す。 


